
様式－６

整備効果のイメージ図

輸送距離の短縮等による輸送コスト削減効果（林産品①）輸送距離の短縮等による輸送コスト削減効果（林産品①）

荷主

三島川之江

■ Without 時：三島川之江港を利用

■ With 時：姫路港を利用

輸送コスト ８．１億円

輸送コスト ４．２億円

輸送コスト削減額  ４．０億円

（50,000DWT）

南アフリカ等
（5,000DWT）

荷主

（50,000DWT）

南アフリカ等

三島川之江港

（積込・2次輸送・荷卸）

姫路港広畑地区国際物流ターミナルの整備

貨物需要の増大や船舶の大型化に対応するとともに、円滑な陸上輸送を確
保するため、岸壁や臨港道路の整備等、国際物流ターミナルの整備を行う。

158海里（往復）

姫路港

姫路港



輸送距離の短縮等による輸送コスト削減効果（鉱産品①）輸送距離の短縮等による輸送コスト削減効果（鉱産品①）

様式－６

整備効果のイメージ図

荷主

姫路港徳山下松港

■ Without 時：徳山下松港を利用

輸送コスト削減額  １０．１ 億円

（15,000DWT）

オーストラリア

（1,600DWT）

荷主

（60,000DWT）

オーストラリア

（1,600DWT）

徳山下松港

346海里
（往復）

6,814海里
（往復）

姫路港

6,972海里
（往復）

36海里
（往復）

■ With 時：姫路港を利用

東播磨港

東播磨港

輸送コスト １７．６億円

輸送コスト ７．５億円



船舶大型化による輸送コスト削減効果（林産品②）船舶大型化による輸送コスト削減効果（林産品②）

様式－６

整備効果のイメージ図

荷主

姫路港

■ Without 時：姫路港を利用

輸送コスト １０．５億円

輸送コスト ４．６億円

輸送コスト削減額  ５．９ 億円

（5,000DWT）

インドネシア等

荷主

姫路港

（15,000DWT）

インドネシア等

姫路港

姫路港

■ With 時：姫路港を利用

6,050海里
（往復）

6,050海里
（往復）



輸送距離の短縮による輸送コスト削減効果（鉱産品②）輸送距離の短縮による輸送コスト削減効果（鉱産品②）

様式－６

整備効果のイメージ図

荷主

姫路港

輸送コスト ２．９億円

輸送コスト ０．８億円

輸送コスト削減額  ２．１ 億円

（15,000DWT）

オーストラリア

荷主

徳山下松港

（15,000DWT）

オーストラリア

徳山下松港

姫路港

■ With 時：姫路港を利用

■ Without 時：徳山下松港を利用

642km
（往復）

8km
（往復）



臨港道路整備・改良による効果臨港道路整備・改良による効果
様式－６

整備効果のイメージ図

■ Without 時：臨港道路広畑線2車線

■ With 時：臨港道路網干沖線2車線、臨港道路広畑線4車線

中島地区

網干地区

入船地区

須加地区

広畑地区

浜田地区

網干沖地区

吉美地区

飾磨地区

苅屋地区

網干沖線

臨港道路の整備により、港湾関連車両
の輸送時間短縮、輸送費用減少等

港湾関連車両が
臨港道路を通行

中島地区

網干地区

入船地区

須加地区

広畑地区

浜田地区

網干沖地区

吉美地区

飾磨地区

苅屋地区

港湾関連車両が
渋滞区間を通行

4車線

2車線

2車線

輸送時間  ３８５．７億円

輸送費用  ６９．３億円

交通事故減少 ８．９億円

輸送コスト削減額  ３１．３億円

輸送時間   ３５７．５億円

輸送費用 ６６．５億円

交通事故減少 ８．６億円
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